
原子炉利用研究者グループ新旧幹事会 議事録 

 

日時：平成 31年 1月 28日(月) 12:10～12:40 

場所：京都大学複合原子力科学研究所 図書棟会議室 

出席者：（大阪大学）篠原 厚、（東北大学）永井 康介、（東京工業大学）中村 浩之、 

（福井大学）福元 謙一、（筑波大学）松村 明、 

（京大複合研）伊藤 大介、木野村 淳、近藤 夏子、齊藤 毅、齊藤 泰司、櫻井 良憲、 

杉山 正明、鈴木 実、藤井 紀子、日野 正裕、卞 哲浩、堀 順一、増永 慎一郎、 

（事務局補佐）川口 昭夫、（事務局）鶴田 八千世 

 

配布資料： 

1. 平成 30年会計報告/平成 31年（2019年）予算（案） 

2. 前回(平成 30年 10月 15日)幹事会議事録 

3. 旧幹事役割分担表と得票数 

4. 新幹事選挙得票数 

 

議題： 

1. 平成 30年会計報告 

櫻井総務担当幹事が田中会計担当幹事の代理として資料 1 にもとづき平成 30 年 (H30.1 – 

H30.12)の会計報告について説明を行った。さらに、櫻井総務担当幹事が、佐々木会計監査担当

幹事（欠席）の代理として会計監査結果について報告し、問題はなかったとの説明があった。 

齊藤（泰）幹事より、毎年 17万程度の支出をこのまま続けた場合、4年ほどで繰越金を使い切

るのかと質問があった。櫻井総務担当幹事が回答し、その通りで、4年から 5年で使い切ること

になり、短期計画研究会への支出を抑えるなどの検討が必要との説明があった。 

さらに齊藤（泰）幹事より、繰越金を使い切った後は所からの援助を受けるのかとの質問があ

り、櫻井総務担当幹事から検討が必要との回答があった。 

2. 平成 31年予算案 

櫻井総務担当幹事から田中会計担当幹事の代理として資料 1 にもとづき平成 31 年の予算(案)

について説明があり、予算案は認められた。 

3. 前回(平成 30年 10月 15日)幹事会議事録 

 櫻井総務担当幹事から前回幹事会議事録の説明があり、これに対する質問、意見はなかった。

もし気になる所があれば連絡して欲しいとの依頼があった。 

  



4. 次期幹事について 

 選挙の得票数に基づき以下の方々を次期幹事として推薦することになった。正式には 2月の総

会で決定される。 

代表幹事： 渡辺 賢一（名大） 

総務担当： 櫻井 良憲（複合研） 

会計担当： 鈴木 実（複合研） 

会計監査担当： 中村 浩之（東工大） 

広報担当： 松村 明（筑波大）、佐々木 隆之（京大）、増永 慎一郎（複合研）、杉山 正明（複合研） 

庶務全般担当： 篠原 厚（阪大）、納富 昭弘（九大）、田中 浩基（複合研）、齊藤 泰司（複合研） 

庶務記録担当： 中島 健（複合研）、伊藤 大介（複合研）、木野村 淳（複合研）、日野 正裕（複合研） 

庶務宿舎利用環境担当： 大場 洋次郎（JAEA）、千葉 豪（北大）、大浦 泰嗣（首都大）、田﨑 誠司（京大）、

芳原 新也（近大）、高宮 幸一（複合研）、堀 順一（複合研）、卞 哲浩（複合研）、近藤 夏子（複合研） 

5. 名誉会員の推薦について 

櫻井総務担当幹事から、所外の共同利用者で、今年度ご退職される方で名誉会員に推薦すべき

方がおられたら次回の総会までに連絡してほしいとの依頼があった。また既にご退職された方で

も良いとの説明があった。 

 木野村幹事から名誉会員の役割について質問があり、櫻井総務幹事から会合の案内が送られて

くるが、特に決まった仕事はないとの説明があった。 

6. その他 

・櫻井総務担当幹事から、研究棟 1階共同利用控室にある資料のキャビネットを移動する必要が

あるため、中身を整理する旨連絡があった。また移動の理由は、この部屋を他の目的に使用する

ためであると説明があった。これに関し、木野村幹事より共同利用者控室が減ることになるのか

と質問があり、齊藤（泰）幹事より、所内で部屋の整理をしているので、別の部屋（スペース）

を確保できるよう幹事会から要望してはどうかとの情報があった。 

・櫻井総務担当幹事から、次回から新幹事のみで幹事会を担当すること、総会は 2 月 13 日に実

施されると連絡があった。 

 

以上 


